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大
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魚のエラ･内臓取り具

GuruGuruTotte　⑪

特許第4909439号

柄の材質:タフロン
ゴムの材質:ラバロン

耐熱温度:600⊂
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口から｢ぐるぐるとって｣を差

し込み､いったん工ラの一番

上から出しまTo

工ラの付け根に棒を通し､ざ

らにお腹に沿って奥まで差し

込みます｡その際､ゴムの方

が内側に､プラスチックの方

が外側になるようにしますも

反対側も同様に､もう一本差

し込みます三

〇の手順の前に工ラの付け根

を取手の先端で穴を開けてお

くとラクに差し込めます｡

｢ぐるぐるとって｣を2本重ね

て持ち､ 3回転くらいグルグ

ル回しきってから､ゆっくり

最後まで回しながら引き出し

まT.

はい､工ラと内臓がキレイに

取り出せました｡

この三角の部分を強く押さえ

ながら回すと内月蔵がからみや
すくなります｡

■使用上の注意

●使用後は必ず水洗いして洗浄してください｡

●熱湯に用いるとゴムが剥がれますのでし別の用途には絶対使用しないでください｡

●ゴムの部分を無理に剥がすと土台プラスティックと2度と密着が出来なくなるため､絶対に故意に引っ張ら

ないでください｡

●解凍した魚や著しく鮮度の落ちた魚の内臓は､軟化もしくは腐敗しているため完全には取り出せません｡

●イワシは､身や内臓の袋が柔らか過ぎるため､取り出す際に体が裂けてキレイに取り出せない事がありま1.

●無理に折り曲げたりした際の器具の破損や､それにともなったケガにつきましての責任は一切負いかねますと

』商品バリエーション

○サイズ
20cmまでの魚に対応

※魚の長さに関係なくサンマはこれでOKl

0サイズ
30cmまでの魚に対応

■色バリエーション(各サイズ4色)
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脇の刈ツト
○包丁を用いないので指を切る心配がなく､

○魚の身を裂かないので､見た目がキレイで料理の幅が広が々

○魚のはらわたで､まな板を汚さないので衛生面もバッチリ｡

○サンマやチカ(大型ワカサギ)なま口ばしの小さな魚もすべ'

O取り出した内臓やエラは手を汚さ'れ〟スルツ"と流せる｡

○耐久性に優れた､これまでになかった画期的なアイテムです｡

日本人は､伝統的に魚のはらわたを食べることも多い
のですが､安全のためには取り除いた方が安心です｡

アユの部位毎の放射性セシウム濃度

Bq/kw-wet　　　(Ca- 1 37)

♂内臓　♂精巣　♂筋肉　♀内臓　♀卵巣　♀筋肉

アユの測定部位

出典平成23年度新たな農林水産政策を推進する実用技術開発事業(緊急課題)
｢水産生物が取り込んだ放射性セシウムの排出を早める畜産技補の開発｣

(狗)水産総合研究センター(H.23.1 1-H24 3)

全国的にアニサキス食中毒が発生しています｡

●アニサキスって何?

アニサキスとは寄生虫の一種で､その幼虫がサバ､アジ､イ

カ､イワシ､サンマなどに寄生します｡魚介類の内臓に寄生し

ているアニサキス幼虫は､鮮度が落ちると内臓から筋肉に移

動することが知られています｡

●アニサキスによる食中毒(アニサキス症)の症状は7

2-8時間後に､激しい腹痛､悪心､嘔吐を生じますo

(胃アニサキス症)

1 0時間後以降に､激しい腹痛､腹膜炎症状を生じます｡

(腸アニサキス症)

●アニサキスによる食中毒の予防法は?

魚を丸体で購入する際は､新鮮な魚を購入して､速やかに内

臓を取り除いてください｡
出典:神奈川県小田原市HP

魚のはらわたを取るメリット
0魚の内臓や工ラに蓄積されやすい放射性セシウムをカット｡

○特に幼児には有害な有機水銀､ダイオキシン等の摂取を避けられる｡

○内臓に生息する寄生虫(ア二キサス等)を払拭して食中毒の回避｡

0魚の内臓を取り出すと､魚の腐敗が遅くなり長持ちする｡
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